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論文及び審査結果の要旨 

本論文は、炭素源として二酸化炭素を用いた有機化合物の電解カルボキシル化の更なる高度化を

標榜し、特殊反応場が電解カルボキシル化に与える影響について検討を行うことを目的に実施した

一連の研究成果をまとめたものである。 

本論文は、全5章で構成されている。第1章「序論」では、本研究の背景と目的をまとめている。

第2章「超臨界二酸化炭素雰囲気下におけるイオン液体の電気化学的性質」では、電解カルボキシ

ル化における反応場を指向し、超臨界二酸化炭素雰囲気下におけるイオン液体の電気化学的特性を

明らかにしている。第3章「超臨界二酸化炭素－イオン液体中における有機化合物の電解カルボキ

シル化」では、第2章で得られた知見をもとに、超臨界二酸化炭素－イオン液体系における有機化

合物の電解カルボキシル化についてまとめている。第4章「フローマイクロリアクターを用いた電

解カルボキシル化システムの開発」では、フローマイクロリアクターによる不安定中間体の滞在時

間の制御を利用した、犠牲陽極を用いない新たな電解カルボキシル化システムの開発についてまと

めている。第5章「総括」では、以上の検討を通して得られた本研究の結論をまとめている。以上

のように本論文は、環境調和型の反応プロセスである電解カルボキシル化の更なる高度化に対し

て、学術的かつ工学的に重要な知見を提供すると判断し、博士論文として十分な価値があるものと

認めた。 
注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


